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本研究は国・地域・学校レベルの小学校教育課程において学校図書館の利用がどのように提示されて

いるかを明らかにし, 各レベルの提示内容を比較分析することを目的とする。国レベルの教育課程は学

習指導要領, 地域レベルは千葉県袖ケ浦市の学び方ガイド, 学校レベルは同地域の奈良輪小学校のまな

びかた系統表を調査対象にし, 指導計画の詳細やその時間割り当てに焦点を当てて教育課程文書の分析, 
授業の参与観察やインタビューを行った。調査の結果, 学校図書館を様々な学習の場面で利用するよう

指示されていることが共通点であった。国語科, 生活科, 社会科, 総合的な学習の時間, 特別活動で学校

図書館の利用が明記されていた。実際地域・学校レベルの取り組みでは教育課程外の学習の場で学校図

書館が活用されていることがわかった。学校図書館は教育課程の教科学習と教科外学習, さらに教育課

程外の学習にわたって子どもの学びを支援していることが確認できた。 
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1 はじめに  

 学校の教育課程は子どもに何をいつどのよう

に教え, 学ばせるかという問題から出発する。特

に, 日本の教育課程の編成における特徴の一つは, 
国, 地域, 学校, 教師（教室）など複数のレベルに

よって構成されること, すなわち教育課程が重層

構造を形成していることがあげられる1。 
また, 教育課程領域上の特徴があげられる。ア

メリカ, イギリスなどの国では, 教育課程に相当

する概念はカリキュラム（curriculum）といい, 
日本で教育課程に含めている特別活動はカリキ

ュラム外活動（extra-curricular activities）と呼

ばれている。一方, 日本では教科以外にも学級活

動, クラブ活動のような諸活動, 学校行事, さら

には休み時間や給食時間などを含めた全教育活

動の計画を教育課程としている2。 
 しかしながら, 学校図書館法上, 学校図書館の

目的の一つが学校の教育課程の展開に寄与する

ことであるにもかかわらず, このような教育課程
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の内在的特性をふまえた学校図書館に関する研

究はあまり見当たらない。関連研究が少なく, 一
つの層の教育課程を取り上げた研究や単一教科

における学校図書館の利用についての研究は見

られるものの, 教育課程の重層構造や領域全体を

視野に入れた総合的な検討に至っていない3。 
そこで本研究は日本の教育課程の重層構造お

よび領域構成上の特性に着目し学校図書館の利

用が指導内容の面においてどのように関わって

いるかを明らかにすることを目的とする。なお, 
各レベルの学校図書館関連内容を比較分析し, そ
れに割り当てられた授業時数から教育課程にお

ける学校図書館の位置づけを考察する。 
本研究が取り組む課題は以下のようである。 

① 教育課程の各レベルにおける学校図書館関

連内容は何か。 
② 各レベルにおける関連内容はいつ取り組ま

れているのか。 
③ 各レベルにおける関連内容の共通点と相違

点は何か。 
④ 各レベルにおける関連内容の教育課程領域

上の特徴は何か。 

2 研究方法  

2.1 研究の枠組み 

2.1.1 教育課程の重層構造 
現在, 小・中・高校等の教育課程は, 学習指導

要領に編成の基準が示されているが, 実際に各教

科等で何をどのような順序で教えるかという具体

的な教育課程の編成は, 各学校で行うことになっ

ている。さらに, 各教室等で児童・生徒が実際に

教育的な諸経験・諸活動という意味をもって行わ

れる教育課程は, 少なくとも国ないし地域・学

校・教室という 3 つのレベルからなる複雑な重層

構造をもっている。学校の教育課程編成を考える

場合には, 少なくともこの 3 つのレベルの階層を

区別し, それぞれに固有の問題を検討するととも

に, それら相互の関連を明らかにすることが必要

である4。 
第一の国ないし地域レベルのものは, 法令等に

より国家的基準のかたちで示されたり, 教育委員

会等の指導助言のかたちをとったりする。学習指

導要領や地域教育計画等がその例である。 
第二の学校レベルの教育課程編成は, 学校の教

職員が各学校や地域の実態にもとづくとともに, 
諸種の教育（学）研究の成果を参考にして作成す

るもので, 主に学校の年間計画として具体化され

る。 
第三に教師（教室）レベルは, 個々の教師が立

てる教育計画である。例として年間学習指導計画

や学習指導案等があげられる。 
この三つのレベルのほか, 学校図書館を使った

学習の観点からは児童生徒レベルが加わる場合

もある5。児童生徒レベルは, 児童生徒が自ら作る

個別の学習を指し児童生徒による調べ学習・自由

研究, 選択教科, 総合的な学習の時間等の学習計

画等がそれにあたる。 
2.1.2 教育課程の領域構成 
 学校教育法施行規則によれば「小学校の教育課

程は, 国語, 社会, 算数, 理科, 生活, 音楽, 図画

工作, 家庭及び体育の各教科, 道徳, 外国語活動, 
総合的な学習の時間並びに特別活動によって編

成するものとする」（第 50 条）。本来は教科課程

（教授）を中心とする科学的認識能力の形成機能

（陶冶 Bildung）と, 価値観や道徳性の発達の育

成機能（訓育 Erziehung）に大別して, 教科指導

と訓育の二領域に分けられる6。原則的には, 科学

と文化の側面の教育内容は「教科課程（活動）」

として, 生活と道徳的側面の教育内容は「教科外

課程（活動）」として組織されるのが一般的であ

るといえる。 
ここで指導の観点から前者を「教科指導」とし, 

後者を「生活指導」としてみる場合もある7。教

科指導は, 国語・数学・理科・音楽・体育など教

科や総合的な学習の時間の指導であり8, 生活指

導は, 教科外の特別活動や道徳の指導である。 
日本の学校は児童生徒への指導が教科に限ら

ず, 他の場面でも総合的に行おうとする全人格

的な態度を取っていることが大きな特徴である。

本稿では, このような学校教育課程において学

校図書館の利用はどのように位置づけられてい

るのか, 教育課程の重層構造を考慮しつつ検討

を行う。 

2.2 研究対象および方法 

本研究の研究対象は, 国・地域・学校レベルの

小学校教育課程である。1990 年代後半教育行政の

地方分権化が加速した後, 地域や学校の特色を生

かした教育課程を主体的に編成することが学校教
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育の大きな課題となっている今日の状況を勘案し

国と地域レベルを分けて考えたい。なお, 教育課

程の重層構造のなか, 第 1 歩として年間の全体構

造がわかる成文化された教育課程を比較すること

を目的とし, 部分的な情報しかもっていない教

師・教室レベルや児童生徒レベルの教育課程は今

回除外した。 
国レベルの教育課程は最近の改訂版である

2008 年小学校学習指導要領を, 地域レベルの教

育課程は千葉県袖ケ浦市の「学び方ガイド」を, 学
校レベルの教育課程は同地域の奈良輪小学校の

「まなびかた系統表」を用いて研究調査を行った。 
 学習指導要領（以下, 指導要領）は, 前述した

ように全国の公教育学校が教育課程を編成する

に際して全国的な基準として参照すべきとされ

ていることから, 戦後から今日までの教育課程の

動きを指導要領の改訂からとらえることができ

る9。指導要領における学校図書館関連記述の調

査は, 「学校図書館」が明記されている該当箇所

を抽出し検討を行った。 
地域教育課程は該当教育委員会によって編成

され, 教育委員会は都道府県と市町村に置かれる。

全国的に図書館利用についての地域レベルの教

育課程がどのぐらい作成されているのかについ

ては, 全国規模の統計調査は少ないものの, 少し

前の調査ではあるが, 都道府県・市町村教育委員

会において学校図書館の活用あるいは読書指導

に関する教育課程の基準がどのぐらい作成され

ているかがわかる調査結果がある10。 
39 都道府県教育委員会のうち, 「小学校用およ

び中学校用ともに教育課程の基準を作成した」の

は, 30 都道府県教育委員会（76.9%）であり, 残
りの回答は「小学校用および中学校用とも作成し

なかった」だった。次に, 教育課程の基準等を作

成するうえで最も重点的に取り組んだ項目のな

か, 小学校用・中学校用いずれも「12．学校図書

館（図書室）の活用（読書指導を含む）」を選択

した回答は皆無であった 。 
より詳しく見ると, 市町村教育委員会において

は, 回答した 332 市町村教育委員会のうち, 圧倒

的に多い 273 件（82.2%）の回答が「小学校用お

よび中学校用ともに作成しなかった」だった。市

町村独自の学校図書館の活用についての教育課

程作成は一般的に行われていない状況がうかが

える。 
このような全国的な現状からみると, 千葉県袖

ケ浦市の地域教育課程や同市の奈良輪小学校の

教育課程は, 先駆的な取り組みとして研究分析に

値すると考えられる。地域レベルにおいて都道府

県と市町村の二つの教育課程が存在する可能性

があるが, 袖ケ浦市教育委員会の場合, 図書館を

利用した教育課程を作成する際には県からの直

接的な影響はなかったことや県の教育課程が見

当たらなかったことから, 県レベルは研究対象か

ら除外した。本研究は, 国・地域・学校教育課程

として学習指導要領, 千葉県袖ケ浦市の教育課程, 
奈良輪小学校の教育課程の最新改訂版を用いて

内容分析を行った。並行して地域と学校レベルに

おいては関連実践の参与観察, 関係者へのインタ

ビューを行った。 

3 教育課程における学校図書館関連内容 

3.1 学習指導要領 

3.1.1 概要 
2008年改訂された小学校指導要領は 2011年度

から全面実施される。今回の改訂は, 「生きる力」

を育むという理念のもと, 知識や技能の習得とと

もに思考力・判断力・表現力などの育成を重視し

ている。また言語活動の充実が求められ, その中

で読書活動や学校図書館の活用が注目されている。 
3.1.2 何に取り組むのか 
指導要領を調査した結果, 学校図書館関連内容

（以下, 関連内容）がみられた領域は 5 つの領域

であった（表 1 を参照）。それぞれ学校図書館の

利用がどのように取り上げられているのか検討す

る。 
（1）総則 
 総則は, 指導要領の教科や領域を問わず教育課

程編成の一般方針, 内容等の取扱いに関する共通

的事項, 授業時数, 指導計画の作成等に当たって

の配慮事項をまとめた部分である。 
総則における関連内容は, 指導要領が試案であ

った最初から記述され, 漠然とした限定的な利用

を示した内容が改訂のたび少しずつ明確になっ

てきた。学校図書館という文字が配慮事項の 9 標

目の文頭に現れたことは1998年改訂からであり, 
学校図書館が児童の主体的, 意欲的な学習活動の

展開の一端を担うことが可能な施設, 読書活動の

充実を図る施設として述べられている。 
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領域 学校図書館関連記述 

総則 

第 4 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項 
2 以上のほか, 次の事項に配慮するものとする。 
（10）学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り, 児童の主体的, 意欲的な

学習活動や読書活動を充実すること。 

各教科 
：国語 

第 3 指導計画の作成と内容の取扱い 
1 指導計画の作成に当たっては, 次の事項に配慮するものとする。 
（2）第 2 の各学年の内容の「A 話すこと・聞くこと」, 「B 書くこと」, 「C 読むこ

と」及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕に示す事項については, 相
互に密接に関連付けて指導するようにするとともに, それぞれの能力が偏りなく養わ

れるようにすること。その際, 学校図書館などを計画的に利用しその機能の活用を図

るようにすること。また, 児童が情報機器を活用する機会を設けるなどして, 指導の

効果を高めるよう工夫すること。 
（5）第 2 の各学年の内容の「C 読むこと」に関する指導については, 読書意欲を高

め, 日常生活において読書活動を活発に行うようにするとともに, 他の教科における

読書の指導や学校図書館における指導と関連を考えて行うこと。学校図書館の利用に

際しては, 本の題名や種類などに注目したり, 索引を利用して検索をしたりするなど

により, 必要な本や資料を選ぶことができるように指導すること。なお, 児童の読む

図書については, 人間形成のため幅広く, 偏りがないように配慮して選定すること。 

各教科 
：社会 

第 3 指導計画の作成と内容の取扱い 
1 指導計画の作成に当たっては, 次の事項に配慮するものとする。 
（3）学校図書館や公共図書館, コンピュータなどを活用して, 資料の収集・活用・整

理などを行うようにすること。また, 第 4 学年以降においては, 教科用図書「地図」

を活用すること。 

総合的

な学習

の時間 

第 3 指導計画の作成と内容の取扱い 
2 第 2 の内容の取扱いについては, 次の事項に配慮するものとする。 
（6）学校図書館の活用, 他の学校との連携, 公民館, 図書館, 博物館等の社会教育施

設や社会教育関係団体等の各種団体との連携, 地域の教材や学習環境の積極的な活

用などの工夫を行うこと。 

特別 
活動 

第 2 各活動・学校行事の目標及び内容 
〔学級活動〕 
2 内容 
〔共通事項〕 
（2）日常の生活や学習への適応及び健康安全 

オ 学校図書館の利用 

表 1：小学校学習指導要領（2008 年）における学校図書館関連記述の詳細11 

（2）国語科 
 国語科における読書指導は, 指導要領が試案

であった 1947・1951 年, 具体的かつ実際的に

記述され, 教育現場で読書指導を国語科のみに

限定する傾向を助長しかねなかった歴史的経緯

がある12。学校図書館の利用も文学作品を中心

にした読書指導の下で行われた場合が多かった

と思われる。 
今回の改訂では, 読むことのみならず, 話す

こと・聞くこと・書くこと等において「学校図

書館などを計画的に利用しその機能の活用を図
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る」ようにし, 「他の教科における読書の指導

や学校図書館における指導と関連を考えて行う

こと」が指摘され, 読書指導が子どもの生活の

全面において実施されるようにしている。 
以前の指導要領から, 文学中心の読書から脱

皮し目的的な読み, すなわち自分の目的に応じ

て適切な本を読んだり, 必要な情報を得るため

文章を読んだりする情報読書を重要視する傾向

がみられた13。これに加え 2008 年の指導要領に

は本の題目や種類, 索引があげられ学校図書館

を使い多様な読書活動を行うことがより明確に

示された。 
（3）社会科 
社会科における関連内容は, 指導計画の作成

に当たって「学校図書館や公共図書館, コンピ

ュータなどを活用して, 資料の収集・活用・整

理などを行うようにすること」が示されている。 
一般教師は社会科の指導要領などで資料の

効果的活用があげられていても, 単に資料とい

うと学校図書館の資料は忘れてしまい, 副読本

的な資料が重視される場合も多い14。ここで資

料の入手や利用先として学校図書館が明示さ

れたことによって多様な資料の活用を通した

図書館利用指導が期待できる。 
（4）総合的な学習の時間 
総合的な学習の時間における問題の解決や

探究活動の過程では, 様々な事象について調べ

たり探したりする学習活動が行われるため, 豊
富な資料や情報が必要となる。そこで，学校図

書館およびコンピュータ室の図書や資料を充

実させ, コンピュータ等の情報機器やネットワ

ークを整備することが望まれる15。 
このためには, 例えば, 最新の図書や資料, 

新聞やパンフレットなどを各学年の学習内容

に合わせて使いやすいように整理, 展示するこ

と, 関連する映像教材やデジタルコンテンツを

揃えていつでも利用できるようにしたりして

おくことが考えられる。なお, インターネット

で必要なものが効率的に調べられるようにす

ること, 多様な学習活動を展開できるスペース

を確保しておくことなどに配慮が求められる。 
（5）特別活動 
 特別活動は学級活動, 児童会活動, クラブ活

動, 学校行事によって構成されている。そのう

ち学校図書館の利用は学級活動として示され

ている。教科外課程として特別活動という位置

づけ, その中でも学級指導の扱いとして学校図

書館の利用を提示しているのである。 
本来学級活動の目標は, 学級活動を通して, 

望ましい人間関係を形成し, 集団の一員として

学級や学校におけるよりよい生活づくりに参

画し, 諸問題を解決しようとする自主的, 実践

的な態度や健全な生活態度を育てることであ

る。ここでは児童自らの活動を重視しており, 
今回の改訂では言語活動充実の観点もふまえ, 
各教科などの学習と関連して指導したり, また, 
実際に学校図書館の仕組みの理解や利用の仕

方に関する実践活動を行ったりするなど, 指導

に具体性と変化をもたせることが望ましいと

されている。また, 日常の読書指導との関連を

考慮するとともに, 日常の学習において学校図

書館を活用する態度の育成に努めることが大

切である。 
特別活動の中で求められている学校図書館の

役割をみると, 教育課程における全ての活動に

おいて読書や学校図書館の利用が行われること, 
また断絶されている領域をお互い関連づけなが

らその指導をすることという, 学校教育課程に

おける学校図書館利用や読書の位置づけをよく

表している部分ではないかと考えられる。 
3.1.3 いつ取り組むのか 
以上の関連内容にいつ取り組むのかは, 関連

内容が取りあげられている領域の時間配分か

ら推察できる。指導要領における各教科等の標

準の授業時数は, 学校教育法施行規則別表第 1
（第 51 条関係）で定まっている。小学校の総

授業時数は 5,800 時間前後で安定してきたが, 
1998 年の改訂において 6 年間で 418 時間減の

5,367 時間に大幅に学習時間が減った16。しか

し, 2008 年改訂の際, 子どもの学力低下が問題

視され 5,645 時間に増えることになった。 
指導要領における学校図書館関連内容の変

遷は表 2 のように行われた。「学校図書館」が

明記されている箇所は各領域においてわずか

な部分であるため, 各領域の時間を全部図書館

利用に換算して考えることはできない。ただし, 
指導内容の増減の変遷からその位置づけをみ

ることができる。指導要領が試案であった

1947・1951 年版を除いてみると, 1958 年改訂
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以後関連内容は 1998 年改訂の際, 大幅増加し

たことがわかる。1998 年全体的に授業時数や

内容が大幅削減された点, 2008 年には関連内

容がさらに増加した点17を考えると, 教育課程

における学校図書館の役割が以前より求めら

れていることが見受けられる。

 
各教科 領域 

 
 
 

年度 

総則 国

語 
社

会 
算

数 
理

科 
生

活

音

楽

図

画

工

作

家

庭

体

育

道徳

外国

語活

動 

総合

的な

学習

の時

間 

特別

活動

1947 ○ × × × × － × × × × － － － × 
1951 ○ ○ × ○ ○ － ○ × × ○ － － － ○ 
1958 ○ ○ × × × － × × × × × － － × 
1968 ○ ○ × × × － × × × × × － － ○ 
1977 ○ ○ × × × － × × × × × － － ○ 
1989 ○ ○ × × × × × × × × × － － ○ 
1998 ○ ○ ○ × × × × × × × × － ○ ○ 
2008 ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ 

（○：記述有り ×：記述無し －：領域無し） 

表 2：小学校学習指導要領における学校図書館関連記述の変遷18 

3.2 千葉県袖ケ浦市「学び方ガイド」 

3.2.1 概要 
袖ケ浦市の「学び方ガイド」（以下, ガイド）

は, 総合的な学習の時間の導入と伴い, そこに

おける調べ学習での「調べ, まとめ, 発表する

活動」の場で, 子どもの学習活動を支援する学

習の手引きとして作成された19。小・中学校用

は 2001・2002 年度にそれぞれの初版が作成さ

れ 2008 年度改訂された。市は, 「学び方ガイ

ド」が市内の学校はもちろん全国各地から注目

を集め, 調べ学習の手引きとして, また学校図

書館活用資料として参考にされてきたと報告し

ている20。 
ガイドは学校図書館の活用を意識した学習方

法を系統的に整理し, 教師にとっては授業で, 
児童生徒にとっては日常の学習でも使えるよう

編成した地域の教育課程である。ガイドによっ

て取り組むかどうかは, 各学校に委ねられてお

り, 教育委員会は多くの学校が用いることがで

きるように強制力のない普及・促進・支援活動

を行っていた。 
3.2.2 何に取り組むのか 
表3はガイドに例示されている指導表である。

指導表には冊子形式のガイドの主要内容が一

目瞭然にわかるようまとまっている。その縦の

軸は集める, 整理する, まとめる, 発表する, 
ワークシート, 資料となっており, 学びのステ

ップと補足資料の部分で構成されている。横の

軸は低・中・高学年になって縦と横が交わると

ころに指導内容が提示されている。 
（1）集める 
 この段階は学校図書館オリエンテーションを

行ったうえ, 学校図書館の所蔵資料の調べ方や

使い方から子ども自ら情報を得る方法まであら

ゆる情報の集め方を指導の内容としている。 
例えば, フィールドワーク, インタビュー, 

アンケート調査の仕方, またそのとき必要な電

話・ファクス・電子メールのようなコミュニケ

ーション・ツールの利用法を指導する。 
（2）整理する 
 「整理する」段階は, 前段階で集めた情報資

料を効率的にまとめる記録カード, ファイル資

料の作り方, 資料リストの作り方を提示してい

る。 
低学年の場合, 図書館になれることを第一の

目標とし「集める」段階で図書館利用の案内に

集中したため, 「整理する」, 後述の「発表す

る」段階の指導項目は示されていない。 
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 低学年 中学年 高学年 

1．あると便利な道具とその活

用 3．図書の分類 7．百科事典の使い方 

2．学校図書館のつかい方 4．本の並び方とつくり 9．統計資料の利用法 
  5．公共図書館の使い方 16．デジタルカメラの使い方 
  6．博物館での調べ方 18．電子メール（e-mail）の

利用法 
  7．百科事典の使い方   
  8．新聞記事の使い方   
  10．フィールドワークの方法   
  11．電話のかけ方   
  12．ファックスの使い方   
  13．インタビューの仕方   
  14．アンケート調査のとり方   
  15．お礼の手紙の書き方   

集
め
る 

  17．インターネットの利用法   
      
    19．ファイル資料の作り方 
  21．記録カードの作り方 20．資料リストの作り方 

整
理
す
る 

        

22．カードにまとめよう 24．いろいろなまとめ方を知

ろう 27．図や表による要約法 

23．紙芝居でのまとめ方 25．新聞のまとめ方 28．報告文（レポート）にま

とめよう 

ま
と
め
る    

26．掲示物にまとめよう 29．パンフレットにまとめよ

う 
  30．調査研究の発表法 31．視聴覚機器の利用法 
  32．ワークショップの開き方 34．話し合いの仕方 

  33．ポスターセッションの進

め方 
35．パネルディスカッション

の進め方 

発
表
す
る 

    36．ディベートの仕方 
      
    2．年鑑で調べよう 
    3．資料リストをつくろう 
1．本のなかまを知ろう 5．記録カードをつくろう 4．資料リスト 
    6．資料のまとめ方 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト 

   

  2．袖ヶ浦市役所に聞いてみよ

う！   

  3．市立図書館・郷土博物館案

内 1．著作権について学ぼう 

  4．官公庁・各種団体一覧   

資
料 

  5．日本十進分類法一覧   

表 3：「袖ヶ浦市小学校学び方ガイド」の指導表（2008 年）21 
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（3）まとめる 
「まとめる」段階は, 整理した資料を文章や

図表で表現する活動が中心になる。例えば, 低
学年は絵が中心になる紙芝居, 中学年は新聞や

掲示板, 高学年は報告文やパンフレットのよう

に学年があがるにつれて文の割合が多いまとめ

方へ移っていく。 
（4）発表する 
 「まとめる」段階が書く活動と密接にかかわ

っているとすれば, 「発表する」段階は直接聞

き手との相互作用のある活動を行うようになっ

ている。 
ポスターセッション, パネルディスカッショ

ン, ディベートがその例であり, 高学年では発

表のとき使う視聴覚機器の利用法を教える。 
（5）ワークシートおよび資料 
 ワークシートや資料の部分には以上の学習段

階を進むにあたって, すぐ使える具体的な指導

資料のサンプルや関連情報源が紹介されている。 
3.2.3 いつ取り組むのか 
学び方ガイドの関連内容にいつ取り組むの

かは, ガイドの序文や, 本の使い方についての

説明に述べられている22。 
 2008 年改訂にあたっての序文は 
 

子どもたちが自ら学ぶ力をつけるために, 
本書が, 多様な教科で, 総合的な学習の時

間で, 特別活動等の授業で, また, 夏休み

等の調べ学習で, ますます活用され, 子ど

もたちの知的好奇心を育てる一助となるこ

とを祈念します。 
 
となっており, 小学生向けの本の使い方の説明

には本書を授業中はもちろんのこと, 授業外の

日常生活の中で使うように案内している。学校

の全ての教育課程を通じて, さらにそれを超え

る場での学習を包括している。 
 実際, 調査の結果, 市の読書教育推進会議で

は図書館を使った学習や読書活動が教科の中

で実現されるよう図書館担当者の注意を呼び

かけていた。なお市の取り組みの大きな特徴は

夏休みを利用していることである。市内の学校

は, 夏休みの課題として作品やレポートを作成

する自由研究を求めており, その課題解決のた

め児童生徒が図書館を積極的に使っているこ

とがわかった。市教育委員会は夏休み中「調べ

学習相談会」や毎年図書館を使った調べる学習

コンクールなどを開催していることが確認で

きた。教育課程外の図書館の利用を促す活動に

は市の公共図書館, 郷土博物館や地域機関の専

門家など学校をめぐる地域の学習環境をでき

るだけ活用できるような措置がとられていた。 

3.3 奈良輪小学校「まなびかた系統表」 

3.3.1 概要 
千葉県袖ケ浦市の奈良輪小学校は 1995 年度

から読書教育に取り組み, 1996 年度には, 読書

指導及び学び方指導について研究・実践を行い, 
公開研究会を開催した。「まなびかた系統表」（以

下, 系統表）は, この際作成されたものであり, 
図書館利用指導が系統的に示されている。系統

表はその後市の「学び方ガイド」の草稿として

使われた。 
系統表は奈良輪小が独自に作成した学校の教

育課程であるといえる。児童の実態や教科指導

内容に合わせ毎年修正を加えながら活用してい

る。また司書教諭・学校司書に限らず校内の教

職員全員が取り組もうとしている点も評価する

べきところである23。 
3.3.2 何に取り組むのか 
奈良輪小学校（以下, 奈良輪小）の「まなび

かた系統表」は表 4 に示した。表の縦の軸はⅠ

情報と図書館, Ⅱ課題, Ⅲ情報源の探し方, Ⅳ
情報源の使い方, Ⅴ情報のまとめ方になってお

り, 横の軸は学年進行になっている。縦と横が

交差するところに指導内容やどの教科で行う

かが示されている。 
（1）国語科 
 低学年の 1・2 学年は中・高学年に比べて国

語科を使った指導が数多く行われる。1・2 学

年はⅡ課題, Ⅲ情報源の探し方, Ⅳ情報源の使

い方, Ⅴ情報のまとめ方において指導が行われ

るようにし, 具体的には本のさがし方, 図鑑や

国語辞典の利用法, 絵や文のまとめ方, 調べた

ことの発表法の学習を設定している。3~6 学年

の場合は, Ⅳ情報源の使い方, Ⅴ情報のまとめ

方で, 資料のまとめ方や利用法, ディベート・

討論の仕方が設定されている。 
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表
4：

千
葉

県
袖

ケ
浦

市
奈

良
輪

小
学

校
「

ま
な

び
か

た
系

統
表

」
（
平

成
21

年
度

）
 

 
1
年
 

2
年
 

3
年
 

4
年
 

5
年
 

6
年
 

○
図
書
館
の
使
い
方
①
②
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
図
書
館
の
き
ま
り
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
情
報
源
を
知
る
 

（
気
を
つ
け
る
こ
と
,
 
開
館
時
間
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
学
活
＞
 

 
 

（
マ
ナ
ー
,
 
取
り
扱
い
方
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
学
活
＞
 

（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
―
ビ
デ
オ
,
 

C
D
-
R
O
M
,
 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
,
 
子
ど
も
新

聞
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

 
 

（
雑
誌
,
 
一
般
新
聞
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞

○
図
書
の
扱
い
方
Ⅰ
・
Ⅱ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
図
書
の
扱
い
方
Ⅲ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
図
書
の
構
造
Ⅰ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
図
書
の
構
造
Ⅱ
 

（
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
知
る
,
 
め
く
り
方
,
 
し

お
り
を
使
う
）
 
 
 
 
 
 
＜
学
活
＞
 

 
 

（
破
損
の
原
因
を
知
る
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
学
活
＞
 

 
 

（
本
が
で
き
る
ま
で
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞

（
簡
単
な
本
の
作
り
方
～
表
紙
の
つ
け

方
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
読
書
衛
生
Ⅰ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

○
読
書
衛
生
Ⅱ
 

○
地
域
の
公
共
図
書
館
の
利
用
 

 
 

○
図
書
の
構
造
Ⅱ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

 
 
 
＜
総
合
＞

（
姿
勢
,
 
明
る
さ
,
 
手
を
洗
う
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
学
活
＞
 

（
正
し
い
姿
勢
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
学
活
＞
 

（
場
所
,
 
開
館
時
間
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
社
会
＞
 

 
 

（
大
き
さ
,
 
部
分
の
名
前
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞

 
 

○
学
級
文
庫
の
使
い
方
①
②
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

Ⅰ 情 報 と 図 書 館 

（
関
心
を
持
つ
,
 
本
の
取
り
出
し
方
,
 
扱

い
方
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
学
活
＞
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
課
題
設
定
―
教
師
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
課
題
設
定
―
グ
ル
ー
プ
で
話
し
あ
う
。
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
課
題
設
定
―
個
人
で
設
定
す
る
。
 

（
課
題
を
教
師
が
設
定
し
て
,
 
課
題
解
決
学
習
を
行
う
）
 

（
課
題
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
あ
い
設
定
す
る
）
 

（
自
分
自
身
で
調
べ
た
い
こ
と
を
探
し
,
 
課
題
を
設
定
す
る
）
 

Ⅱ 課 題
＜
生
活
・
国
語
＞

＜
総
合
＞

＜
総
合
＞

○
本
の
さ
が
し
方

1
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

○
本
の
さ
が
し
方

2
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
本
の
配
架
Ⅰ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
本
の
配
架
Ⅱ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
目
録
の
利
用
①
-
-
-
-
-
-

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
目
録
の
利
用
②
 

（
ラ
ベ
ル
の
番
号
…
一
番
上
,
 
E
の
ラ
ベ

ル
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
国
語
＞
 

（
ラ
ベ
ル
…
1
・
2
段
,
 
本
の
あ
る
場
所
）

 

＜
国
語
＞

（
分
類
番
号
,
 
図
書
記
号
,
 
本
棚
で
の
並

び
方
）
 

（
請
求
記
号
の
意
味
,
 
配
架
）
 

（
図
書
委
員
の
利
用
）
 
 
 
 
 

＜
総
合
＞

（
市
内
の
図
書
検
索
）
 
 
 

 
＜
総
合
＞

 
 

 
 

○
情
報
収
集
の
方
法
Ⅰ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
情
報
収
集
の
方
法
Ⅱ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
情
報
収
集
の
方
法
Ⅲ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
情
報
収
集
の
方
法
Ⅳ
 

 
 

 
 

（
現
地
調
査
～
写
真
の
と
り
方
～
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
社
会
・
総
合
＞
 

（
電
話
,
 
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
か
け
方
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<
社
会
・
総
合
＞
 

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
,
 
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
,
 
冊

子
資
料
の
利
用
方
法
）
 
＜
総
合
＞
 

＜
総
合
＞

 
 

 
 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
 

Ⅲ 情 報 源 の 探 し 方 

 
 

 
 

（
手
順
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

(
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
調
べ
方
)
＜
総
合
＞
 

 
 

＜
総
合
＞

○
図
鑑
の
利
用
法
①
②
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

○
図
鑑
の
利
用
法
③
④
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
図
鑑
の
利
用
法
⑤
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
百
科
事
典
の
使
い
方
 

 
 

（
図
鑑
を
使
う
）
 

①
虫
を
さ
が
そ
う
 

（
調
べ
方
の
順
序
を
知
る
）
 

①
も
く
じ
 

（
目
次
や
索
引
を
使
っ
て
,
 
使
い
方
に
な

れ
る
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

○
資
料
リ
ス
ト
の
作
成
法
①
②
 

（
作
り
の
特
徴
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞

 
 

②
虫
の
名
前
を
さ
が
そ
う
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
生
活
・
国
語
＞
 

②
さ
く
い
ん
 

③
調
べ
る
順
序
 
 
＜
生
活
・
国
語
＞
 

（
作
り
方
の
手
順
）
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

○
は
し
が
き
,
 
あ
と
が
き
,
 
奥
付
の
利
用

法
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

 
 

○
国
語
辞
典
の
利
用
法
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
漢
和
辞
典
の
利
用
法
 

○
著
作
権
に
つ
い
て
知
る
 

 
 

（
ど
ん
な
と
き
に
使
う
か
）
 

 
 

 
 

（
使
い
方
,
 
引
き
方
）
 
 
 
 
 
＜
国
語
＞

＜
総
合
＞

 
 

＜
生
活
・
国
語
＞
 

 
 

○
視
聴
覚
機
器
の
利
用
法
Ⅰ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
視
聴
覚
機
器
の
利
用
法
Ⅱ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
視
聴
覚
機
器
の
利
用
法
Ⅲ
 

 
 

 
 

 
 

＜
総
合
＞

（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
使
い
方
）
<
総
合
>

（
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
使
い
方
）

 
 

 
 

 
 

○
情
報
モ
ラ
ル
Ⅰ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
情
報
モ
ラ
ル
Ⅱ
 

 
 

Ⅳ 情 報 源 の 使 い 方 

 
 

 
 

＜
総
合
＞

 
 

＜
総
合
＞

 
 

○
絵
や
文
で
の
ま
と
め
方
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

○
絵
や
文
で
の
ま
と
め
方
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
資
料
の
ま
と
め
方
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
資
料
の
ま
と
め
方
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
カ
ー
ド
利
用
法
Ⅰ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
カ
ー
ド
利
用
法
Ⅱ
 

（
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
）
①
②
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
生
活
・
国
語
＞
 

（
絵
に
あ
わ
せ
た
文
を
書
く
…
紙
芝
居
,
 

台
本
を
書
く
お
礼
の
手
紙
を
書
く
）
 

（
必
要
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
書
く
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
る
。
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ポ
ス
タ
ー
の
書
き
方
）
 

（
カ
ー
ド
の
書
き
方
と
利
用
法
を
知
る
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

（
記
録
カ
ー
ド
の
利
用
法
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

 
＜
生
活
・
国
語
＞

＜
国
語
・
総
合
＞

○
新
聞
の
作
り
方
 

○
資
料
か
ら
の
要
約
法
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
複
数
資
料
か
ら
の
要
約
法
Ⅰ
・
Ⅱ
 

 
（
レ
イ
ア
ウ
ト
,
 
見
出
し
,
 
写
真
,
 
図
）

 

＜
社
会
・
総
合
＞

（
調
べ
た
い
こ
と
を
短
く
ま
と
め
る
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

（
表
や
図
に
よ
る
要
約
法
,
 
２
つ
を
見
て

調
べ
る
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
総
合
＞
 

 
 

○
調
べ
た
こ
と
の
発
表
法
Ⅰ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
調
べ
た
こ
と
の
発
表
表
Ⅱ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
調
べ
た
こ
と
の
発
表
法
Ⅲ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

○
調
べ
た
こ
と
の
発
表
法
Ⅳ
 

○
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
法
 

Ⅴ 情 報 の ま と め 方 

 
 

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
き
方
）
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
生
活
・
国
語
＞
 

（
自
分
に
あ
っ
た
発
表
の
仕
方
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
社
会
＞
 

（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
社
会
・
総
合
＞
 

（
デ
ィ
ベ
ー
ト
,
 
討
論
の
仕
方
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜
国
語
＞
 

＜
社
会
・
総
合
＞
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（2）生活科 
 生活科は第 1・2 学年に限定され, 社会科と

理科を廃して設置された教科である。しかし, 
指導内容は両教科を統合し体系化したという

よりは低学年児童が自分の周りの自然・社会現

象を体験する活動を重視している。そこで生活

科の学習を展開するに当たっては, 児童の生活

圏である家庭や地域を含めての教材を整備す

ることが求められている。その教材や情報は, 
学校図書館に保管され, いつでも誰でも閲覧し, 
学習に役に立てられるようにすることが大切

である24。 
 系統表において生活科での指導は国語科で

の指導と共通している部分が多い。児童が自分

の周囲で気づいたことを自ら確認できる資料

の使い方を習得し, 生活科で学んだことを中高

学年で総合的な学習の時間に持続し学べるよ

うになっていることがわかる。 
 生活科は学習指導要領や市の教育課程にお

いては学校図書館の利用が提示されなかった

教科であり, 奈良輪小の実態を考慮し工夫した

取り組みであると考えられる。 
（3）社会科 
 社会科における指導は中学年の 3・4 学年に

集中している。Ⅰ情報と図書館, Ⅲ情報源の探

し方, Ⅴ情報のまとめ方のなか, 地域の公共図

書館の利用, 情報収集の方法として現地調査, 
電話・ファックスのかけ方, 新聞の作り方, 調
べたことの発表法があげられている。 
 指導要領上, 社会科で学校図書館や公共図書

館, コンピュータなどの学習環境を活用して, 
情報を検索・収集し活用できるようにしたこと

を反映させ, それに加え 1 次情報源への取材の

仕方などを指導内容としている。 
（4）総合的な学習の時間 
 総合的な学習の時間は指導要領が定めた第 3
学年から指導内容が見られるが, 系統表におい

ては全般的にこの時間を多く利用しており, 高
学年にいくほどその割合が増加する。 
 指導要領における関連内容で述べたように

この時間には, 様々な事象について調べたり探

したりする学習活動が求められる。奈良輪小の

取り組みにもそのような学習活動において情

報資料の使い方の指導が結びついていること

がわかる。 
（5）学級活動（特別活動） 
 第1~3学年の学級活動ではⅠ情報と図書館に

ついての指導が行われている。図書館の使い方, 
図書の扱い方, 読書衛生, 学級文庫の使い方な

どがその内容となり, 各学年で指導内容が完結

するのではなく, 関連する内容が学年進行によ

ってその内容も展開していく構成である。 
 指導要領上, 特別活動の学級活動のなかに学

校図書館の利用が示されていたことが系統表で

具体的に表れている。 
3.3.3 いつ取り組むのか 
奈良輪小における教育課程に結びつけた学

校図書館の利用は, 系統表に示されている領域

以外にも実際理科, 音楽科などの教科や夏休み

での取り組みも報告されている25。 
 訪問調査の結果, 特に夏休みの取り組みが学

期中の授業と子ども自らの学習をつなげる際

に核となる活動になっていることがわかった。

司書教諭や学校司書は夏休みが近づくと, 学年

に応じて図書館を使った調べ学習の導入を各

授業の中で行う26。子どもに調べ学習の進め方

を学ばせたり, 昨年の作品を児童の手に取って

参考にさせたりする。児童は授業で身に付けた

調べるスキルを使い夏休みの自由研究の課題

に取り組む。夏休みの課題は, 必須ではなく選

択課題として出され, テーマの設定も自由に行

う。夏休みの学習をサポートするため学校図書

館は夏休み中一定期間開館し27, 提出した課題

のうち, 希望者には放課後や休みの時間に補足

指導を行っている。 
以上奈良輪小の取り組みを眺めてみると, 教

科, 教科外はむろん教育課程外の活動にいたる

まで, 学校図書館がフル活用されていることが

わかる。 

4 考察 

調査対象である袖ケ浦市は, 前述したように

（1.2）全国からみて数少ない地域事例の一つで

あり, 学校の事例は市内でも例外的であると思

われる。本章では, 図書館利用についての教育

課程が重層構造を形成していることは, 一般的

に存在していないことを再確認したうえ, 議論

していきたい。 
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4.1 関連内容の横断的分析 

4.1.1 分析一般 
 国・地域・学校レベルの教育課程を比べてみ

ると, 一般的に下位レベルへいけばいくほど教

育課程の内容が具体化される。学校図書館関連

内容においても例外ではなく, 学習指導要領, 
「学び方ガイド」, 「まなびかた系統表」とい

った順に何をいつ指導するかについて詳しく

設定されていることがわかった。 
例えば, 指導要領には学校図書館の計画的な

利用を図るよう大綱的な記述が見られるが, ガ
イドでは 36 項目の指導内容, ワークシートお

よび資料が示されており, 系統表ではガイドよ

り詳細な指導項目が提示されている。 
三つのレベルの教育課程の影響関係に関し

ては, 指導要領がガイドや系統表の改訂に大き

な影響があることがわかった。袖ケ浦市教育委

員会は, ガイド作成のきっかけの一つが指導要

領の改訂による総合的な学習の時間であると

し28, 奈良輪小の司書教諭も指導要領の枠の中

で系統表による指導を行っていることを述べ

ていた29。指導要領が法的規定に基づいた強制

力がある反面, ガイドや系統表は勧告事項とし

て手引きのような位置づけである。 
ガイドと系統表の関係は, ガイドが系統表の

枠を決める一方的な関係であるとはいえない。

最初系統表の作成が行われガイドの草案にな

ったことと, 現在はそれぞれの改訂が行われて

おり, 読書関連会議・図書館担当者研修会の際

に教育委員会と学校間の情報交換が相互影響

を与えている可能性を考えると, 学校教育課程

が地域教育課程の編成にボトム・アップ式にか

かわっていることがわかるからである。しかし, 
実際取り組むに当たっては, 学校による感覚の

差, 教師による温度差があるという30。今後, 学
校現場でガイドや系統表がどのぐらい実施さ

れており, どのように認識されているのかにつ

いて調査していきたい。 
4.1.2 共通点 
第一に, 今回調査した国・地域・学校レベル

の教育課程は, 三つとも時代・環境の変化を反

映した改訂を行っていることがあげられる。指

導要領は約 10年に 1回, ガイドは 2001年初版

以後2008年に第2版, 系統表は1996年初版以

後必要に応じて改訂版を刊行したことになる。

その中で学校図書館の関連内容はどのレベル

においても量的かつ質的に充実化してきてい

ることが共通的である。 
 第二に, 各教育課程における学校図書館にか

かわる指導内容をみると, 教科領域や教科外領

域を問わず教育課程の全領域を通じて学校図

書館を利用することが前提となっていること

がわかる。指導要領では総則に, ガイドでは序

文にその内容が明示されており, 系統表では学

校図書館の利用が位置づけられている学校の

教育目標の下で実施されている。 
第三に, 学校図書館の利用は, 主に方法知の

面から取り上げられていることがみられる。学

力の構造を内容と方法の両面からとらえ指導要

領を検討すると, 「知識」「技能」そのものの習

得を重視する内容知中心の編成であり, 方法に

関しては総則あるいは各領域の最後の配慮事項

として触れられていることがわかる。方法知に

ついての指導内容が少ないなか, 学校図書館の

利用は, ある知識へ至る方法としてあげられて

いることが多い。ガイドおよび系統表はその名

称からもわかるように「学び方を学ぶ能力」「学

習方法」を重視する方法知中心の編成であり, 
指導内容は, 一連の学習の段階に対応している。 
 第四に, 児童の学習に必要な情報資料が学校

図書館の所蔵資料に限らないことがあげられ

る。指導要領では, 学校図書館でもインターネ

ットを通じた資料の検索や収集を想定してお

り, ガイドや系統表では公共図書館・博物館の

ような他機関の資料の調べ方, フィールドワー

ク, インタビューなどによる情報の収集も指導

するようになっている。 
4.1.3 相違点 
第一に, 学校図書館関連の指導内容の系統性

において違いがみられた。指導要領ではどの領

域においても特定の学年の指定はなく, 全学年

を通じて指導されるようになっている。ガイド

は 6 学年を三つに分け低・中・高学年ごとに, 系
統表は一層詳しく一学年ずつ指導内容を展開し

ている。学校レベルの教育課程が児童の発達段

階を意識した学校図書館の活用を図っている。

インタビューからも, 奈良輪小学校が指導要領

の下で図書館を使った調べ学習の系統性を設定

していることがわかった31。 
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 第二に, 指導要領や系統表は教師向けの手引

きであるが, ガイドは児童も直接使えるように

編成されていることがあげられる。指導要領や

系統表は教える側が利用することを想定して

指導内容を組織しており, 教師を通じて中身が

子どもに伝わるといえる。また指導要領の内容

は教科書を通じて子どもに伝達される場合が

多いと思われる。一方, ガイドは教師のみなら

ず子ども自ら学び方を身に付けることもねら

いとしてつくられたことが大きな特徴である。 

4.2 関連内容の教育課程領域上の特徴 

4.2.1 総則における関連内容 
 各レベルの教育課程において学校図書館関連

内容が示されている領域を総合してみると, 総

則, 国語科, 生活科, 社会科, 総合的な学習の

時間, 特別活動の 6 領域になる。総則は, 教科

か教科外か特定の領域に限定されず, 教育課程

の全領域に適用されるため, そこに学校図書館

の利用が示されたことは意義深い。 
 しかし, 総則の内容は各学校が工夫し学校図

書館を計画的に利用するようになっており, 時
間的配慮は不明であることが指摘されている32。

学校図書館界からは「図書館の時間」を創設し

規定の時間として図書館利用が行われるような

時間配分に関する要請の声もあった33。 
4.2.2 教科課程における関連内容 
 総則および特別活動以外の教科課程の領域

としてみると, 学校図書館の利用は特定の教

科に限られ教科課程に密接に組み込まれてい

るとは言い難い。 

 その理由は, 算数科などではこれまで教科

書中心の授業が多く展開されてきたため学校

図書館を活用する授業は積極的に取り入れら

れてこなかった点があげられる。教科書中心の

授業では言い換えると, 既存の教科学習が方

法知を重視してこなかったということである。

学校における教育活動が, 指導要領に記した基

準通りの授業で, 画一的に教えることで完結す

るのであれば, 学校図書館を設置する必要性は

生まれてはこない34。 
また, 算数・数学を代表として教科の内容が

生活に密着した学習であるにもかかわらず, 生
活と離れたものとしてとらえられがちであっ

たこともその理由の一つである35。 

しかし, 画一的一斉型から児童生徒参加型へ

と教育観が移行している今日, 児童生徒一人ひ

とりに対応する学習方法を用いて, 子どもの生

活に緊密した学びにするためには, より多様な

教科の場面で学校図書館の利用が求められる

と思われる。 
 国語科, 社会科の教科は, 親学問を持ち, そ
の学問の体系に沿って教科の内容を配列した

り, 親学問の用いる方法と同じような方法で学

んだりするということが行われてきた。その反

面, 生活科や総合的な学習の時間は, 教科横断

的, 総合的な学習をねらいとする点で一般の教

科とは異なる面がある。特に, 総合的な学習の

時間において方法知を重視していることは従

来の学習との間に線が引かれていると言える

だろう。 
総合的な学習の時間が最初導入されたとき, 

1998 年教育課程審議会の答申でそのねらいと

して「情報の集め方, 調べ方, まとめ方, 報告や

発表・討論の仕方などの学び方やものの考え方

を身に付けること」があげられた。学校図書館

で行われてきた利用指導がそのものであると

いう指摘があるように36, 子どもの学習に多彩

なアプローチが求められる総合的な学習の時

間においては学校図書館の利用が不可欠であ

る。本調査の結果, その考え方は指導要領のみ

ならず, ガイドや系統表でも存在していること

がわかる。 
本来生活科は小学校低学年において総合的

な教科として設定されていることから, 第 3 学

年からは総合的学習の時間が創設された37。奈

良輪小学校は, 学校図書館の利用指導において

生活科と総合的な学習の時間を連携させてお

り, 教科間の連携とともに全学年を通じた系統

的な指導を図っている。 
4.2.3 教科外課程における関連内容 
 特別活動における学校図書館利用の位置づ

けは, 教科外課程として特別活動の性格と密接

な関連があると思われる。教科外課程は教科課

程に比べ, 児童生徒自らの活動を強調する。指

導要領からみると, 学校図書館は, 特別活動が

1951 年教科以外の活動となったときに位置づ

けられ, 子どもの自主的あるいは主体的な学習

に取り組む態度を養うことを目標として教育

課程に結びつけられた。学校図書館利用が教育
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課程において子ども個人に対応する学習方法

として取り扱われていることが教科外課程に

おける早い時期から現れたといえよう。 
20 世紀前半のアメリカの教科外活動の研究

者であるフレッツェル（Fretwell, E. K.）は教

科学習と教科外学習との関連の在り方を「どこ

でも, 可能なところで, 教科外活動は教科の学

習から生まれ出て, そしてまた教科の学習に戻

ってそれを豊かなものにすることが必要であ

る。」とした38。 
各レベルの教育課程における学校図書館関

連内容をみると, 学習方法の面において学校図

書館の機能が強調され, 教科学習か教科外学習

かを問わず両者に適用されることがわかった。

その過程のなか, 学校図書館の利用は, フレッ

チェルが指摘したように両学習が相互補完的

で, 相互還流的な関係になることに寄与してい

るのではないか。このように従来学校教育にお

いて異質の領域におかれた学習を結びつける

学校図書館の役割は, 次節の教育課程と教育課

程外の学習における位置づけからも見受けら

れる。 

4.3 教育課程外の学習を支える学校図書館  

本研究で地域と学校の教育課程を調査し, 関
係者へのインタビューを行った結果, 教育課程

外の児童生徒の主体的な学習の場面で学校図

書館が積極的に位置づけられていることが明

らかになった。これは従来全くなかった実践で

はないものの, 今回教育課程の枠組みから学校

図書館の利用を検討した結果, その意義が改め

て明確にみえてきた。 
袖ケ浦市教育委員会が市内の学校教育をサ

ポートするために行っている図書館関連の活

動や奈良輪小学校の取り組みをみると, 学校図

書館の利用は普段教育課程では明確に現れて

いない時間である放課後や夏休みのような教

育課程外の学習と深くかかわっていることが

わかった。 
一般に教育事象は, その行われる場に対して, 

学校教育, 社会教育, 家庭教育の三つに分けら

れる39。この分け方から考えると, 袖ケ浦市の

学校図書館を利用した教育課程外の学習は家

庭教育, 社会教育の範囲のものである。 
学校図書館における学習が教育課程外にお

かれてきた理由は, まず学校図書館が一般的に

学校教育の周辺のものとして考えられてきた

ことがあげられる。現場の教師は, 学校図書館

関連の学習が各教科とは別の, もう一つの教科

であるととらえることが多かった40。 
また, 学校図書館が主に担ってきた子どもの

読書を促進する活動は, 教育課程において位置

づけに曖昧さがある。読書という行為は学校が

与える組織的かつ計画的な教育とは別のトラ

ックとして扱われる場合が多く, 家庭教育と学

校教育の間や, さらには全く子ども個人に任さ

れてきたことが多かったと考えられる。 
なお, 教育課程をみる観点からみても 2 章の

教育課程の重層構造で述べたように, 学校図書

館の立場は教える側による教育課程の編成よ

り, 児童生徒レベルの教育課程, すなわち, 子
どもの自主性・自発性をもとにした学びを尊重

してきた背景がある。したがって子ども自ら学

習する時間, 例えば, 放課後や夏休み, また授

業中であるとしても自分の中で浮かび上がっ

た疑問を解決する場として学校図書館の利用

が関連づけられた面がある。 
 実際, 児童生徒の学習の場としては, 学校だ

けではなく, 家庭や地域社会も学校教育の発展

の場として, またそれを補完する場として重要

な役割を果たすことが期待されている。学校で

身に付けた知識や技能をもとに自らの課題を

解決することは子どもにとって有意義な学習

となり, それがまた各教科等の学習にフィード

パックされその充実に資することとなる。そこ

で袖ケ浦市や奈良輪小学校の取り組みは, 学校

図書館が教育課程における教科学習と教科外

学習, ひいては教育課程における学習と教育課

程外の学習をどのように結びつけているのか

をみせる事例であるといえよう。 

5 おわりに 

本研究では, 学校教育課程の重層構造や教育

課程の領域構成に着目し小学校教育課程にお

ける学校図書館関連内容を調査した。 
教育課程の重層構造の面においては国・地

域・学校レベルの教育課程の内容を比べてみた

結果, 全般的に下位レベルにいくほど, 指導の

内容が具体的になることがわかった。各レベル

における共通点として, 持続的な改訂のなか学

校図書館関連内容が取り入れられてきている
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点, 全教育課程を通じた学校図書館の利用を示

している点, 方法知と深く関連している点, 学
習に必要な情報資料が所蔵資料に限らず提供

するようにされている点があった。相違点は各

レベルにおける指導内容の系統性の程度に差

があり, 学校レベルが最も子どもの発達段階や

教科の内容を反映した教育課程を編成してい

た点である。また指導要領と系統表は教師向け

の編成であったが, ガイドは子どもの利用にも

対応できるよう作成されていた。 
教育課程の領域構成からは, 教育課程全体の

内容に適用される総則, 教科課程の国語科, 生
活科, 社会科, 総合的な学習の時間, 教科外課

程としては特別活動において関連内容が示さ

れていた。学校図書館の利用が特定の教科に限

られ教科課程に密接に組み込まれているとは

言い難いものの, 領域を問わず子ども自らの

学習の場面で学校図書館が位置づけられてい

ることがわかった。このことから学校図書館関

連の学習が子どもの学習において領域横断的

な学習, 総合的な学習をつなげること, 拡張

していくことに寄与していると考えられる。ま

た地域・学校調査からは, 学校図書館を使った

学習が学校教育をこえた家庭教育や社会教育

においても続いていることがわかり, 学校図

書館が教育課程外の学習場面でも利用されて

いることがわかった。 
以上, 学校図書館法上の学校図書館の目的で

ある学校の教育課程の展開に寄与するという

意味を, 教育課程編成の内的特性をふまえて再

度吟味することを試みた。本研究は特定の自治

体の学校教育における学校図書館の位置づけ

を明らかにした。今後, これらのカリキュラム

が学校の現場でどのように実施されているか

についての調査分析や国レベルの教育課程の

時系列分析とともに地域・学校レベルの教育課

程の変化について検討が必要であろう。 
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Content Related to School Libraries in Elementary School 

Curricula: A Comparative Study of National, Local and 

School-based Curricula 

So-Young Kim† 

†PhD Candidate, Graduate School of Education, the University of Tokyo  

This research analyzes the content of elementary school curricula to clarify how school libraries are used in 
the hierarchical system of national, local and school-based curricula. We examined the details and time schedule 
for teaching of Gakushū Shidō Yōryō (The Course of Study) as a national curriculum, Manabikata Gaido (Study 
Guide) of Sodegaura City Chiba Prefecture as a local curriculum and Manabikata Keitō-Hyō (Organized Table of 
Study) of Narawa elementary school as a school curriculum, and carried out participant observation of 
curriculum-related programs and interviews with interested parties. The results showed that all curricula required 
students to use the school library in their learning. The use of the school library was specified in the curricula for 
Japanese Language, Living Environment Studies, Social Studies, Integrated Studies and Special Activities. We 
discovered that students benefit from school libraries out of school hours as well. School libraries support 
students’ learning not only of subject curricula and extra-curricular activities, but also of non-curricular activities. 

Keywords: Hierarchical system of school curriculum, Subject curriculum, Extra-curricular activity, School library 
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